
 

 

 

地球環境悪化・財政悪化・格差社会！ どのような嵐山町だったら、みんなが幸せになるのでしょう。 

教育格差・勝ち組・負け組と競争教育から離れて、 

●親の経済力によって、子どもの受ける教育が異なる・・・・そういった時代に突入です。 

市町村は、どの子どもも幸せな人生をおくる基礎をつくっていきたい。 

● 成績ではないものにも価値をおく 

● 基礎学力は、塾に行かないでも身につくサポート体制をつくる 

● 嵐山町で、若者・熟年者にも子どもの学力指導・クラブ活動指導をお願いする。 

● 核家族だけで子どもを育てない・ 

みんなで手助けする方法をつくる 

● インターネット社会での、こどもの学習と人と

の関係の作り方をみなおす。 

若い人に、生活保障のある働く場をつくる。 

● 最低賃金の見直しがないと、若い人は自立でき

ないので、働く環境の見直しが必要です。 

● 所得が地域の平均所得の 2 分の 1 以下になる

と貧困といいます。 

嵐山町で、パートで生活する人が貧困にならな

い境い目の給与は、時間給 1000 円です。 

（渋谷とみこの計算です。） 

夕張市の財政破綻から学ぶこと 

住民負担最高・住民サービス最低にしなければならない夕張市 

✖国・北海道庁が石炭事業の撤退に対して、リゾート事業を誘致  

する指導をしていました。 

◇石炭産業に夕張市の生活（雇用・住居・医療・福祉）は丸抱え 

されていました。石炭産業の撤退で、市民生活と新しい産業づ  

くりを夕張市は丸抱えしました。 

✖石炭産業が夕張市から徹底し、企業の責任を放棄するとき、 

国は、なぜ、石炭産業に責任をとらせなかったか。 

◇市町村が借金をするとき、国・都道府県知事の許可がいります。 

✖なぜ、国・都道府県知事は、借金は無理だからやめるようにと不許可にしなかったのか・・・ 

マスコミは報道していませんが、国と北海道庁の責任は重いのです。 

国は、国の財政悪化の矛先を市町村にむけ、夕張市を見せしめにしています。 

なぜ、夕張市議会や、夕張市民は気付かなかったのか・・・・ 

✖情報が隠されていたことと、国・北海道庁・夕張市を、疑わなかったからです。 

国は赤字財政と少子高齢化を、市町村に押し付け、住民サービスを低下させています。 

不要な公共事業を見抜き、必要な公共事業を創る・国の方向が正しいか否か、見極める力が必要です。 

みどりの保全・水源の保全のために 

● 里地・里山条例が制定されました。嵐山町にあるみどりを守るた

めに、地主ではない人もみどりの保全に参加できる条例です。 

● 農協直売所の後の「小千代山」を 3900 万円で購入します。

町が 2600 万円、国が 1300 万円です。 

● 小千代山は不良債権処理として民間に競売されるところでした。 

● 地元の区長さんたちから里山として保全をという要望がでてい    

ました。嵐山町の里山として保全できることになりました。 

 

● 町が購入しなかったら、民間に開発され、山がなくなり、身近なみどりを失ったかもしれません。 

 

●嵐山町はインターチェンジで交通の便がよく谷が多いので、産業廃棄物・残土の処分場に狙われます。

みんなの小さなお金を集めてみどりのための基金をつくり、 

山林を購入していくことも考えていきましょう。 

● 財政が苦しくても、緑の保全は必要です。水とみどりの保全ができるようなお金を用意して、 

保全計画をつくっていきたいものです。嵐山町の財政は苦しいのですが、水道会計は黒字です。 

●町会計から、まだ創設できていない「水とみどりの基金」制度ができればよいのですが・・・・・・・ 

グローバル経済で大きく低下した日本の 

エネルギー・食料自給率を回復させる産業を 

嵐山町は、小川地区衛生組合でゴミを焼却しています。 

ごみ焼却場は老朽化で、いつ使えなくなるかわからない状態です。 

☀生ゴミ・植木剪定枝・廃材も焼却します。これを、バイオエネルギー（自動車燃料などの代替）にす

る産業をつくりたいのです。石油を輸入する日本には、この技術開発は、重要です。 

☀「ホンダ」は、稲わらなどでバイオエタノールを作る技術を研究開発していると報道されました。 

☀ 比企地域は、中山間地として、新しい産業ができる地域です。行政のリーダーシップも大切です。 

平成 19 年度財政も厳しい状況です。サービス低化を防ぐ方向を求めます。 

 

 

 

一般会計予算 56億 1300 万円 

（借入額 5億 320 万円・借金返済額 8億 4611 万円） 

  
 
 

介護保険 
9 億 1131 万 

2 億 4000 万 6629 万 1億 51万， 1692 万 2 億 3600 万 

下水道 
5 億 5800 万 

国民健康保険 
16 億 7799 万 

老人保健 
12 億 4833 万 

区画整

理組合 

水道会計  7 億 6313 万 

嵐山町 H19 総予算額 

101 億 2412 万円 

借入額総額 

92 億 9417 万円 

一般会計 58億 2781万 

下水道  34億 6436万 

 

平沢区画整理組合借入金（H17）10 億 5850 万



 


